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　 アスベスト(石綿)製品の使用状況および健康障害について

　現在、社会的問題となっておりますアスベスト(石綿)関連健康障害について、当社における使用状況

および健康障害の発生状況等について以下の通りお知らせいたします。

１．アスベスト製品の使用状況について

　現在当社が製造しております商品には、アスベストを含んだ建材は使用しておりませんが、昭和

３０年代後半から６０年代初めにかけて製造しましたカーテンウォールのパネル裏側および防音扉

等にアスベストを含んだ防火材、防音材を使用しておりました。いずれも、内装仕上材やパネルで

覆われているためアスベストが飛散する可能性は極めて低いと判断しております。ただし、ビルを

解体する場合などは、アスベストが飛散しないように正しい処置を施す必要があります。

　尚、住宅用商品につきましては、現調査時点ではアスベストを含む商品はありません。

２.　従業員における死亡者数および療養者数

　① 死亡者数 １名（平成17年5月15日死亡　男性　59歳　胸膜中皮腫　労災認定）

　この方は、当社旧本社工場(川崎市中原区)で昭和５０年代、ビル用の防音扉等の組立工程でアス

ベストを含む防音材を詰める作業に従事されていました。平成15年8月より療養されていましたが、

平成17年5月に死亡されました。

（平成17年2月、療養･休業補償給付の支給決定。現在、遺族補償給付等の給付請求手続き中）

　② 療養者数 ０名

　退職者、家族および周辺住民における障害状況については、現在報告を受けておりません。工場

建屋内での作業であり、工場周辺へのアスベスト飛散の可能性は極めて低いものと判断しておりま

す。

　当社は、今後ともアスベスト(石綿)問題の重要性を充分認識し、行政・関連団体への報告・情報交換

を行い、情報開示に努めてまいります。
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